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乾 小 徳 植 森 青 笠 近 坂 野 大 石 根 中 海 中 加 藤 西 楠 森 西 秋 斉 戸 野 菅 阿
 田 増 田  野 原 藤 巻 田 塚 原 本 村 老 川 藤 井 川 山 田 尾 間 藤 部 村 野 部
紳 桐 記            原             
一  代 和 亮  久 美 儀 宏 洋 修  彰 功  啓 俊 誠 栄 洋  高 真   浩 治
郎 仙 子 子 二 直 恵 保 一 規 一 治 守 男 一 弘 子 行 之 子 一 段 義 理 滋 誠 考 正

平成２９年度流山市一般会計予算（可決）
「カジノ解禁に伴う法規制などを定めた実施法案の
策定延期を求める意見書」の提出を求める陳情書（採択）
「共謀罪」の新設に反対する意見書（否決）

しんぶん赤旗提供しんぶん赤旗提供

歴史上初の核兵器禁止条約を主題にすえた「国連会議」が始まりました
　

議
員
の
一
般
質
問
の
持
ち

時
間
を
10
分
短
縮
す
る
試
み

が
６
月
議
会
か
ら
は
じ
ま
り

ま
す
。
現
状
で
は
平
均
20
人

が
質
問
し
て
い
る
の
で
２
０

０
分
、
５
人
分
の
質
問
が
な

く
な
る
こ
と
に
、
定
数
を
５

人
減
ら
し
た
こ
と
と
同
じ
で

す
。
人
口
増
と
市
民
要
求
が

渦
巻
く
流
山
市
で
、
市
民
の

声
を
市
政
か
ら
遠
ざ
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
議
員
は
も

っ
と
働
い
て
ほ
し
い
と
の
市

民
の
思
い
と
も
逆
行
し
、
一

番
得
を
す
る
の
は
市
長
で
す
。

内
部
で
意
見
が
分
か
れ
て
い

る
会
派
も
あ
る
中
で
採
決
を

急
ぎ
ま
し
た
。
最
終
的
な
賛

否
の
表
明
で
は
46
％
が
拙
速

な
導
入
に
反
対
し
て
お
り
、

意
見
が
２
分
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
。
議
案
へ
の
態

度
と
は
異
な
り
、
議
会
運
営

の
問
題
で
は
、
あ
く
ま
で
議

会
全
体
が
概
ね
一
致
で
き
る

よ
う
議
論
を
尽
く
す
べ
き
で

す
。

　

森
友
問
題
で
は
政
治
に
お
け
る

『
公
正
・
公
平
』『
情
報
開
示
』
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
保

法
制
＝
戦
争
法
の
下
で
派
遣
さ
れ

た
自
衛
隊
は
５
月
の
撤
収
が
決
定
。

治
安
悪
化
と
自
衛
隊
の
安
否
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
国
会
と
国
民

や
地
方
議
会
を
結
び
、
平
和
か
ら

身
近
な
く
ら
し
に
い
た
る
ま
で

様
々
な
課
題
解
決
に
力
を
尽
く
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
３
月
26
日
投
開
票
の
千
葉

県
知
事
選
で
は
、
県
政
史
上
初
、

市
民
と
野
党
の
共
同
で
候
補
者
を

擁
立
。
公
約
実
現
に
共
同
の
輪
を

さ
ら
に
広
げ
る
決
意
で
す
。

　

Ｈ
29
年
度
は
、Ｔ
Ｘ
沿
線
で
の

人
口
急
増
と
多
様
化
す
る
市
民
要

望
、
既
成
市
街
地
で
の
高
齢
化
や

空
き
家
の
増
加
な
ど
山
積
す
る
課

題
に
応
え
た
施
策
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

し
か
し
、
予
算
の
一
番
の
特
徴

は
小
中
学
校
に
お
け
る
過
大
・
過

密
（
マ
ン
モ
ス
）
校
の
拡
大
で
す
。

き
め
細
や
か
な
教
育
が
困
難
な
ど

教
育
的
支
障
が
文

部
科
学
省
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
の

に
、
井
崎
市
長
は
反
省
す
る
ど
こ

ろ
か
、
自
ら
の
施
策
の
成
果
に
胸

を
張
り
、『
受
け
皿
な
き
』
人
口

誘
致
の
継
続
に
固
執
し
続
け
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
、Ｔ
Ｘ
沿
線
の
大
規
模

開
発
は
最
優
先
す
る
一
方…

①
市
債
は
５
０
０
億
円
を
超
え
史

上
最
高
を
更
新
中
で
あ
る
こ
と
。

②
積
立
金
は
１
１
５
億
円
か
ら
57

億
円
へ
半
減
す
る
と
と
も
に
、

焼
却
場
な
ど
必
要
な
施
設
更
新

へ
の
積
立
が
不
十
分
な
こ
と
。

③
築
30
年
余
の
保
健
セ
ン
タ
ー
や

市
役
所
第
１
庁
舎
の
大
規
模
改

修
が
未
実
施
な
ど
老
朽
化
が
進

行
し
て
い
る
こ
と
。

④
市
職
員
数
の
慢
性
的
不
足
と
団

塊
世
代
の
大
量
退
職
に
対
策
が

打
て
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
際
限
な
い
民
間
委
託
で
低
賃
金

短
時
間
労
働
が
公
共
サ
ー
ビ
ス

に
蔓
延
し
て
い
る
こ
と
な
ど
深

刻
な
課
題
へ
の
手
立
て
が
取
れ

て
お
ら
ず
、
市
民
生
活
置
き
去

り
の
市
政
運
営
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。

平
成
29
年
度
予
算
に
反
対

市
民
置
き
去
り
は
許
せ
ま
せ
ん

人
口
急
増・街
の
変
化
、公
共
施
設
老
朽
化

願いにこたえる政治を願いにこたえる政治を 日　本
共産党

保育、学校、介護、医療…
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議
員
の
一
般
質
問
10
分
削
減

市
民
と
市
政
の
パ
イ
プ
を
細
め
る
行
為
で
す
。

市
民
と
市
政
の
パ
イ
プ
を
細
め
る
行
為
で
す
。

市
民
と
市
政
の
パ
イ
プ
を
細
め
る
行
為
で
す
。 ※市債及び債務負担行為の合計額（予算ベース）
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市民一人当たりの積立金と借金※（単位：円）


